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東邦航空株式会社所属アエロスパシアル式ＡＳ３３２Ｌ型 

ＪＡ９６７２の事故に係る勧告について 

 

本事故において、白色のテールローター・ブレードのフラッピングヒンジの

分解整備において、当該箇所の不具合情報の通報が行われず適切な整備がされ

なかった。また、エアバス・ヘリコプターズ社から発行されたグリースの使用

に関する情報が周知されておらず、高温多湿の中で駐機した場合の整備作業が

徹底されていなかった。いずれの件も本事故要因に関与したものと考えられる。 

当委員会は、本事故調査の結果を踏まえ、同種事故の再発防止に資するため、

運輸安全委員会設置法第２７条第１項の規定に基づき、貴社に対し、講ずべき

措置について以下のとおり勧告する。 

また、同条第２項の規定に基づき、講じた措置についての報告を求める。  

 

 

① 整備点検等において設計・製造者のマニュアル等に記載されていない損傷 

等の不具合を発見したときは、設計・製造者に通知して、技術検討を求める

とともに、設計・製造者の指示に従って不具合処置を行うこと。 

② 設計・製造者等から通知された整備上の注意等に関する情報について、速 

やかに技術検討を行い、現場の整備士に周知すること。 


